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｢流紋岩の流動構造｣
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流紋岩の流動構造

岩石が風化するとその表面はほんのわずかの鉱物組

成の差や結晶度のちカミいでも大きく強調される.そ

して抵抗の強い部分が浮きぼり参れて天然のレリｰフ

を生じる､写真は高山線沿いの飛騨川の川床に露出す

る流紋岩である｡写真の左下方には蹴穴(ポットホｰ

ル)かみえる｡白い縞は石英1畏有からなるやや粗粒

な部分で黒い縞は緑派看化した有色鉱物と細粒の石英

･長石で構成されている.溶岩流などでは微晶や斑

晶がマグマの流動方向に配列して線状レンズ状縞

状の流理構遺(列0概航醐雌餐)をつくる､流紋岩の

ようなマグ噂の粘性度の高い酸性砦では流動が平滑に

おこ扱われず波をうったり複雑な模様を示すことが

ある｡写真はその五例である.構造が急斜している

ので周囲の地質関係からみて貫入岩体の流動構造

(Fhxi0Hば㏄耐琶)の一種と考えたい.
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